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問 題 

 

新型コロナウイルス感染症への対応においては、国・地方を通じ、我が国における行政のデジ 
タル化への遅れに伴う様々な課題が明らかになった。また、行政のみならず、社会経済活動全般

のデジタル化を推進することは、日本が抱えている多くの社会的課題の解決にもつながるとさ

れている。 
こうした背景の下、政府においては、行政や社会全般のデジタル化を推進する“司令塔”の役 

割を担う「デジタル庁（仮称）」の創設を盛り込んだ、「デジタル社会の実現に向けた改革の基本

方針」を昨年末に閣議決定したところである。 
 
上記の内容を踏まえ、下記の問すべてに答えなさい。 

 
問１ デジタル化の遅れという観点から、新型コロナウイルス感染症に関して浮かび上がった

課題や現在の日本が抱える社会的課題の事例について、その課題の背景にも触れつつ具体的

に述べなさい。 
 

問２ 問１への解答も踏まえつつ、今後の更なるデジタル化の推進に当たり必要と考える施策 

について、具体的に述べなさい。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


